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日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
の
経
営
環
境
の
改
善
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

内
閣
衆
質
二
一
二
第
二
六
号
「
衆
議
院
議
員
原
口
一
博
君
提
出
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
の
経
営
環
境
の
改
善
に
関
す
る
質
問
に

対
す
る
答
弁
書
」
を
令
和
五
年
十
一
月
二
十
日
に
受
領
し
た
が
、
答
弁
内
容
に
不
十
分
な
部
分
が
あ
る
の
で
、
質
問
の
意
図
を

よ
り
明
ら
か
に
し
た
上
で
再
び
質
問
す
る
。 

一 

政
府
開
催
の
有
識
者
会
議
等
で
、
郵
便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
用
の
検
討
や
実
証
実
験
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い

る
が
、
収
益
が
見
込
ま
れ
る
も
の
は
皆
無
に
等
し
く
、
打
開
策
は
い
ま
だ
得
ら
れ
て
い
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
一
方
、
日

本
郵
政
グ
ル
ー
プ
の
経
営
環
境
の
改
善
は
一
刻
の
予
断
を
も
許
さ
な
い
状
況
で
あ
る
。 

 
 

そ
こ
で
、
郵
政
事
業
に
お
け
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
、
我
々
立
憲
民
主
党
の
郵
政
ワ
ー
キ
ン
グ
チ

ー
ム
が
令
和
三
年
六
月
に
総
務
省
と
金
融
庁
に
申
し
入
れ
た
提
言
で
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
費
用
に
つ
い

て
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
、
公
的
補
助
や
基
金
を
創
設
す
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
を
財
務
上
実
質
的
に
支
え
て
い
る
株
式
会

社
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
及
び
株
式
会
社
か
ん
ぽ
生
命
保
険
（
以
下
「
金
融
二
社
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
は
、
両
社
の
新
規
事
業

に
係
る
認
可
を
柔
軟
化
す
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
提
言
に
つ
い
て
の
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

二 

日
本
郵
便
株
式
会
社
が
担
う
郵
便
事
業
と
郵
便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
日
本
郵
政
グ



 

２ 

 

ル
ー
プ
の
一
体
経
営
が
必
要
で
あ
り
、
郵
政
民
営
化
の
際
に
お
い
て
も
、
金
融
二
社
の
主
た
る
営
業
拠
点
を
郵
便
局
が
担
う

こ
と
を
前
提
と
し
た
制
度
設
計
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
郵
政
民
営
化
法
に
お
い
て
は
、
日
本
郵
政
株
式
会
社
の
持
つ
金
融

二
社
株
式
の
全
数
処
分
を
求
め
て
お
り
、
前
述
の
制
度
設
計
と
の
矛
盾
が
顕
在
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
数
処
分
へ
の
道

筋
、
そ
の
後
の
持
続
的
な
グ
ル
ー
プ
経
営
へ
の
担
保
措
置
も
な
い
ま
ま
十
五
年
を
超
え
る
月
日
が
経
過
し
た
。 

 
 

そ
こ
で
、
提
言
で
は
、
日
本
郵
政
株
式
会
社
の
金
融
二
社
株
式
の
保
有
義
務
化
等
、
も
し
く
は
金
融
二
社
業
務
の
郵
便
局

へ
の
委
託
の
義
務
化
を
制
度
的
担
保
策
と
し
て
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
提
言
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
政
府
の
見
解
を
伺

い
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


